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平
成
30
年
12
月
14
日
に
、「
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び

法
務
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
中
小
企
業
を
始
め
と
す
る

深
刻
な
人
手
不
足
に
対
応
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、在
留
資
格「
特

定
技
能
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

本
稿
で
は
そ
の
概
要
等
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

１  

在
留
資
格
と
は

　

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

（
以
下
「
入
管
法
」
と
い
う
。）
に

お
い
て
は
、
外
国
人
が
我
が
国
に

入
国
・
在
留
し
て
特
定
の
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
法
的
地
位
又

は
特
定
の
身
分
若
し
く
は
地
位
を

有
す
る
者
と
し
て
の
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
法
的
地
位
を
類
型

化
し
た
「
在
留
資
格
」
の
リ
ス
ト

を
定
め
、
外
国
人
が
本
邦
に
お
い

て
行
お
う
と
す
る
活
動
が
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
限
り
入

国
・
在
留
を
認
め
て
い
ま
す
。

　

在
留
資
格
は
、
一
定
の
活
動
範

囲
で
就
労
が
認
め
ら
れ
る
も
の
、

就
労
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
及
び

活
動
制
限
が
な
い
身
分
・
地
位
に

基
づ
く
も
の
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
就
労
が
認
め
ら
れ
な
い
在

留
資
格
に
つ
い
て
も
、
資
格
外
活

動
許
可
を
受
け
た
場
合
は
、
一
定

の
範
囲
で
就
労
が
認
め
ら
れ
ま

す
。

　

本
稿
の
主
題
で
あ
る
特
定
技
能

は
、
特
定
産
業
分
野
の
各
業
務
従

事
者
を
対
象
と
し
て
、
一
定
の
活

動
範
囲
で
就
労
が
認
め
ら
れ
る
在

留
資
格
に
含
ま
れ
ま
す
。

２  

特
定
技
能
制
度
に
つ
い
て

(1) 

平
成
30
年
に
入
管
法
が
改
正

さ
れ
た
背
景

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
推
進
に
よ

り
、
成
長
か
ら
分
配
へ
の
経
済
の

好
循
環
が
着
実
と
な
り
つ
つ
あ
る

中
、
平
成
30
年
の
法
案
提
出
の
時

点
で
も
有
効
求
人
倍
率
が
１
・
６

倍
を
超
え
る
高
さ
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
少
子
・
高

齢
化
に
よ
り
生
産
年
齢
（
15
～
64

歳
）
人
口
は
毎
年
減
少
し
、
全
人

口
の
６
割
を
切
る
ま
で
に
な
り
、

人
手
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
喫
緊
の
課
題

に
対
応
す
る
た
め
に
、
人
材
確
保

を
図
る
べ
き
産
業
上
の
分
野
に
お

い
て
、
一
定
の
専
門
性
・
技
能
を

有
し
、
即
戦
力
と
な
る
外
国
人
を

受
け
入
れ
て
い
く
仕
組
み
を
可
能

な
限
り
早
急
に
構
築
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
入
管

法
等
改
正
法
案
が
同
年
の
第
１
９

７
回
国
会
（
臨
時
会
）
に
提
出
さ

れ
、
同
国
会
に
お
い
て
成
立
し
ま

し
た
。

(2) 

制
度
の
概
要

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
入
管
法

等
に
基
づ
き
、
就
労
資
格
の
外
国

人
（
高
度
専
門
職
等
）、
留
学
生
、

技
能
実
習
生
、
観
光
客
等
の
短
期

滞
在
者
等
の
受
入
れ
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
こ
に
今
回
創
設
さ

れ
た
「
特
定
技
能
」
が
新
た
に
加

わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
特
定
技
能
１
号
」
は
、
特
定

産
業
分
野
に
属
す
る
相
当
程
度
の

知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
技

能
を
要
す
る
業
務
に
従
事
す
る
外

国
人
向
け
の
在
留
資
格
で
あ
り
、

「
特
定
技
能
２
号
」
は
、
特
定
産

業
分
野
に
属
す
る
熟
練
し
た
技
能

を
要
す
る
業
務
に
従
事
す
る
外
国

人
向
け
の
在
留
資
格
で
す
。

　

こ
こ
で
、
特
定
産
業
分
野
と
い

う
の
は
、「
介
護
」、「
ビ
ル
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
」、「
素
形
材
産
業
」、「
産

業
機
械
製
造
業
」、「
電
気
・
電
子

情
報
関
連
産
業
」、「
建
設
」、「
造

船
・
舶
用
工
業
」、「
自
動
車
整

備
」、「
航
空
」、「
宿
泊
」、「
農
業
」、

「
漁
業
」、「
飲
食
料
品
製
造
業
」、

「
外
食
業
」
の
14
分
野
で
あ
り
、

「
特
定
技
能
２
号
」
は
、「
建
設
」

と
「
造
船
・
舶
用
工
業
」
の
２
分

野
の
み
に
お
い
て
受
入
れ
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
「
特
定
技
能
１
号
」

の
ポ
イ
ン
ト
は
、

・
在
留
期
間
が
通
算
で
上
限
５
年

ま
で
で
あ
る
こ
と

・
技
能
水
準
は
、
試
験
等
で
確
認

・
日
本
語
能
力
水
準
は
、
生
活
や

業
務
に
必
要
な
日
本
語
能
力
を
試

験
等
で
確
認

・
家
族
の
帯
同
は
基
本
的
に
認
め

ら
れ
な
い
こ
と

・
受
入
れ
機
関
又
は
登
録
支
援
機

関
に
よ
る
支
援
が
必
要

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
技
能
水
準
と
日
本
語
能
力
水

準
に
つ
い
て
は
、
技
能
実
習
２
号

を
良
好
に
修
了
し
て
お
り
、
従
事

し
よ
う
と
す
る
業
務
と
技
能
実
習

２
号
の
職
種
・
作
業
に
関
連
性
が

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
試
験
等

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
「
特
定
技
能
２

号
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

・
在
留
期
間
の
更
新
の
回
数
に
上

限
は
な
い
こ
と

・
技
能
水
準
は
、
試
験
等
で
確
認

・
日
本
語
能
力
水
準
は
、
試
験
等

で
の
確
認
は
不
要

・
家
族
の
帯
同
は
、
要
件
を
満
た

せ
ば
配
偶
者
及
び
子
の
帯
同
が
可

能
で
あ
る
こ
と

・
受
入
れ
機
関
又
は
登
録
支
援
機

関
に
よ
る
支
援
の
対
象
外
で
あ
る

こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

(3) 

受
入
れ
機
関
に
つ
い
て

　

特
定
技
能
外
国
人
の
受
入
れ
機

関
に
は
、
次
の
基
準
を
満
た
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

執
筆出

入
国
在
留
管
理
庁
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①　

外
国
人
と
結
ぶ
雇
用
契
約
が

適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と

　

例
え
ば
、
報
酬
額
が
同
等
の
業

務
に
従
事
す
る
日
本
人
と
同
等
以

上
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

②　

受
入
れ
機
関
が
雇
用
契
約
を

適
正
に
履
行
す
る
機
関
で
あ
る
こ

と
　

例
え
ば
、
５
年
以
内
に
出
入
国

又
は
労
働
関
係
法
令
に
関
す
る
不

正
行
為
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
で
す
。

③　

外
国
人
を
適
正
に
支
援
す
る

体
制
が
あ
る
こ
と

　

例
え
ば
、
外
国
人
が
十
分
に
理

解
で
き
る
言
語
に
よ
り
相
談
対
応

が
で
き
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

な
お
、
支
援
に
つ
い
て
は
、
登

録
支
援
機
関
に
委
託
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
り
、
支
援
計
画
の
全
部

の
実
施
を
委
託
す
れ
ば
こ
の
基
準

を
満
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④　

１
号
特
定
技
能
外
国
人
支
援

計
画
が
法
令
の
基
準
に
適
合
し
て

い
る
こ
と

　

１
号
特
定
技
能
外
国
人
ご
と
に

支
援
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ

り
、
内
容
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

定
期
的
な
面
談
に
関
す
る
支
援
を

３
か
月
に
１
回
行
う
こ
と
な
ど
が

必
要
で
す
。

　

そ
の
他
、
受
入
れ
機
関
に
は
、

出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
に
対
し

て
、
受
け
入
れ
て
い
る
特
定
技
能

外
国
人
の
活
動
内
容
等
の
定
期
又

は
随
時
の
各
種
届
出
を
行
う
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
届

出
義
務
を
怠
る
と
、
罰
則
の
適
用

が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

(4) 

登
録
支
援
機
関

　

登
録
支
援
機
関
と
は
、
受
入
れ

機
関
と
の
支
援
委
託
契
約
に
よ

り
、
１
号
特
定
技
能
外
国
人
支
援

計
画
の
全
部
の
実
施
を
行
う
個
人

又
は
団
体
の
こ
と
で
あ
り
、
出
入

国
在
留
管
理
庁
長
官
の
登
録
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登
録
の

期
間
は
、
５
年
間
で
あ
り
、
更
新

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
登
録
支
援

機
関
は
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
長

官
に
対
し
、
支
援
の
実
施
状
況
な

ど
の
定
期
又
は
随
時
の
各
種
届
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
支
援
機
関
の
登
録
を
受
け

る
た
め
に
は
、
例
え
ば
次
の
登
録

拒
否
事
由
に
該
当
し
な
い
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

①　

５
年
以
内
に
出
入
国
又
は
労

働
関
係
法
令
に
関
し
不
正
行
為
を

行
っ
た
こ
と

②　

外
国
人
が
十
分
に
理
解
で
き

る
言
語
に
よ
り
相
談
対
応
す
る
体

制
を
有
し
て
い
な
い
こ
と

　

な
お
、
登
録
を
受
け
た
後
で

あ
っ
て
も
、
①
や
②
に
該
当
す
る

場
合
、
登
録
を
取
り
消
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

(5) 

協
議
会

　

特
定
技
能
制
度
に
お
け
る
受
入

れ
機
関
に
求
め
ら
れ
る
主
な
基
準

の
一
つ
と
し
て
、
分
野
別
の

協
議
会
に
加
入
す
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

特
定
技
能
制
度
に
お
い
て

は
、
制
度
の
適
正
な
運
用
を

図
る
た
め
、
各
分
野
ご
と
に

分
野
所
管
省
庁
が
協
議
会
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
協
議
会

は
、
分
野
所
管
省
庁
の
ほ

か
、
受
入
れ
機
関
、
業
界
団

体
、
関
係
省
庁
で
構
成
さ

れ
、
分
野
に
よ
っ
て
は
学
識

経
験
者
や
登
録
支
援
機
関
な

ど
も
構
成
員
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

協
議
会
は
、
構
成
員
の
連

携
の
緊
密
化
を
図
り
、
各
地

域
の
事
業
者
が
必
要
な
特
定

技
能
外
国
人
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
制
度

の
周
知
や
情
報
共
有
、
法
令

遵
守
の
啓
発
の
ほ
か
、
地
域

ご
と
の
人
手
不
足
の
状
況
を

把
握
し
必
要
な
対
応
を
行
う

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
協
議
会
の
重
要
な
役

割
と
し
て
、
例
え
ば
、
特
定

技
能
外
国
人
が
大
都
市
圏
そ

の
他
、
特
定
地
域
に
過
度
に

集
中
し
て
就
労
し
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お

い
て
、
協
議
会
構
成
員
に
対

す
る
受
入
れ
自
粛
等
の
要
請

を
行
う
と
い
っ
た
対
応
も
含

ま
れ
ま
す
。

特定技能１号のポイント

○ 在留期間：１年，６か月又は４か月ごとの更新，通
算で上限５年まで

○ 技能水準：試験等で確認（技能実習２号を修了した
外国人は試験等免除）

○ 日本語能力水準：生活や業務に必要な日本語能力を
試験等で確認（技能実習２号を修了した外国人は試験
等免除）

○ 家族の帯同：基本的に認めない
○ 受入れ機関又は登録支援機関による支援の対象

特定技能２号のポイント

○ 在留期間：３年，１年又は６か月ごとの更新
○ 技能水準：試験等で確認
○ 日本語能力水準： 試験等での確認は不要
○ 家族の帯同：要件を満たせば可能（配偶者，子）
○ 受入れ機関又は登録支援機関による支援の対象外

○ 特定技能１号：特定産業分野に属する相当程度の知識又は経験を必要とする技能を要する業務に従事する外国人向
けの在留資格

○ 特定技能２号：特定産業分野に属する熟練した技能を要する業務に従事する外国人向けの在留資格

特定産業分野：介護，ビルクリーニング，素形材産業，産業機械製造業，電気・電子情報関連産業，
（１４分野） 建設，造船・舶用工業，自動車整備，航空，宿泊，農業，漁業，飲食料品製造業，外食業

（特定技能２号は下線部の２分野のみ受入れ可）

【就労が認められる在留資格の技能水準】

Immigration Services Agency of Japan
出入国在留管理庁

これまでの在留資格 新たに創設された在留資格
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特
定
技
能
外
国
人
を
受
け

入
れ
よ
う
と
す
る
全
て
の
受

入
れ
機
関
は
、
そ
の
分
野
の

協
議
会
の
構
成
員
に
な
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
協
議
会
へ
の
加
入

方
法
等
に
つ
い
て
は
、
各
分

野
所
管
省
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

３   

共
生
社
会
の
実
現
に　

向
け
て

　

当
庁
の
新
た
な
取
組
で
あ

る
外
国
人
の
受
入
れ
環
境
整

備
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

国
民
と
外
国
人
の
双
方
が

尊
重
し
合
え
る
活
力
あ
る
共

生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

労
働
、
医
療
、
教
育
、
住
宅

な
ど
生
活
の
様
々
な
場
面
に

つ
い
て
外
国
人
の
受
入
れ
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

昨
年
12
月
、「
外
国
人
材

の
受
入
れ
・
共
生
に
関
す
る

関
係
閣
僚
会
議
」
に
お
い
て

「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共

生
の
た
め
の
総
合
的
対
応

策
」を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、

○　

相
談
体
制
の
整
備
と
し

て
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
一

元
的
相
談
窓
口
の
設
置
支
援

○　

医
療
・
保
健
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
環
境
の
整
備

○　

災
害
発
生
時
の
情
報
発
信
・

支
援
等
の
充
実

○　

住
宅
確
保
の
た
め
の
環
境
整

備
・
支
援

○　

日
本
語
教
育
機
関
の
質
の
向

上
・
適
正
な
管
理

○　

日
本
語
教
育
、
外
国
人
児
童

生
徒
の
教
育
の
充
実

○　

留
学
生
の
就
職
等
支
援

○　

適
正
な
労
働
環
境
の
確
保

な
ど
、
外
国
人
の
受
入
れ
環
境
整

備
に
関
す
る
合
計
１
２
６
の
様
々

な
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
各
種
施
策
を
政
府
一

丸
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
６
月
に
は
、「
外

国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
に
関
す

る
関
係
閣
僚
会
議
」に
お
い
て「
外

国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め

の
総
合
的
対
応
策
の
充
実
に
つ
い

て
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
特
定
技

能
外
国
人
の
大
都
市
圏
等
そ
の
他

特
定
地
域
へ
の
集
中
防
止
策
、
外

国
人
共
生
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の

設
置
等
、
各
種
施
策
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
安
全
・
安
心
な
生
活
・

就
労
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
情

報
を
提
供
す
る
「
生
活
・
就
労
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」（
写
真
）
を
日
本

語
、
英
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
や
さ

し
い
日
本
語
で
作
成
し
、
法
務
省

の
「
外
国
人
生
活
支
援
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
14
か
国
語
を
目
途
に
順
次

多
言
語
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

４  

出
入
国
在
留
管
理
庁
の
新
設

　

特
定
技
能
制
度
の
創
設
に
伴
う

在
留
外
国
人
の
増
加
に
的
確
に
対

応
し
つ
つ
、
外
国
人
の
受
入
れ
環

境
整
備
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案

並
び
に
総
合
調
整
と
い
っ
た
業
務

に
一
体
的
か
つ
効
率
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
、
法
務
省
の
外
局

に
出
入
国
在
留
管
理
庁
が
新
設
さ

れ
ま
し
た
。

５  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　

本
稿
で
は
、
特
定
技
能
制
度
の

概
要
等
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
詳
細
は
法
務

省
や
分
野
所
管
省
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.m

oj.go.jp/
nyuukokukanri/kouhou/
nyukan_index.htm
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１ 受入れ機関が外国人を受け入れるための基準
① 外国人と結ぶ雇用契約が適切（例：報酬額が日本人と同等以上）
② 機関自体が適切（例：５年以内に出入国・労働法令違反がない）
③ 外国人を支援する体制あり（例：外国人が理解できる言語で支援できる）
④ 外国人を支援する計画が適切（例：生活オリエンテーション等を含む）

２ 受入れ機関の義務
① 外国人と結んだ雇用契約を確実に履行（例：報酬を適切に支払う）
② 外国人への支援を適切に実施

→ 支援については，登録支援機関に委託も可。
全部委託すれば１③も満たす。

③ 出入国在留管理庁への各種届出
（注）①～③を怠ると外国人を受け入れられなくなるほか，出入国在留管理庁

から指導，改善命令等を受けることがある。

�������������� ②②����������������

１ 受入れ機関が外国人を受け入れるための基準

受入れ機関について

登録支援機関について

１ 登録を受けるための基準
① 機関自体が適切（例：５年以内に出入国・労働法令違反がない）
② 外国人を支援する体制あり（例：外国人が理解できる言語で支援できる）

２ 登録支援機関の義務
① 外国人への支援を適切に実施
② 出入国在留管理庁への各種届出

（注）①～②を怠ると登録を取り消されることがある。

出入国在留管理庁

登録支援
機関

受入れ
機関

外国人

届出
登録
・

登録抹消

指
導
・助
言

指
導
・助
言

届
出

指
導
・助
言

立入検査
・

改善命令

雇
用
契
約

支援委託

届出

支援支援
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